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（課題名）青果成長速度制御へ向けたエチレンガス徐放固体材料の開発 
 
１ 代表部局・研究統括者 

北海道大学大学院地球環境科学研究院 野呂 真一郎 
 

２ 研究目的 

青果を無駄なく常に新鮮・おいしい状態で消費者に提供できれば、日

本農業のロバスト化につながる。本研究では、生産者や消費者が簡便

にエチレンを徐放するための新規エチレン徐放固体材料を開発する。 

 

３ 研究内容及び実施体制 

①  エチレン吸着状態の解明 

実験及び理論計算により、多孔性材料内におけるエチレンの吸着状

態（相互作用エネルギー、吸着構造）を明らかにする。 
（北大大学院地球環境科学研究院、北大触媒科学研究所） 

 

②  エチレン徐放材料の改良と徐放特性の詳細評価 

多孔性材料の組成の最適化を行い、実使用条件でエチレンを徐放で

きる材料を開発する。また、室温付近の一定温度におけるエチレン徐放

量の時間依存測定を行う。そのための新規装置を自作する。 
（北大大学院地球環境科学研究院） 

 

４ 最終目標 

① エチレン吸着状態の解明 

② 実使用に近い条件でエチレンを徐放する材料の開発 

③ 特許化と企業との共同研究実施 

 

５ 期待される効果・貢献 

徐放固体材料の実現により、農家や消費者が販売、摂食に適した高付

加価値青果を安全かつ簡便に手にすることが可能となり、国の科学技

術行政施策へ貢献できる。 



青果成長速度制御へ向けたエチレンガス徐放固体材料の開発

○ 研究の背景・目的

新鮮、おいしい高付加
価値青果を消費者へ！

萌芽抑制

熟成促進

固体材料による
エチレンC2H4 の徐放

○ 研究内容（実施体制）

○ 最終目標

○ 期待される効果

・野菜や果物などの青果を無駄なく常に新鮮・おいしい状態で消費者に提供
できれば、日本の農業がより元気になる。
・エチレンガスは植物ホルモンの一つであり、青果周辺のエチレン濃度が青果
の鮮度や熟成度を左右する。
・青果の腐敗抑制のためのエチレン除去固体材料はすでに実用化されているが
青果の熟成促進・萌芽抑制のためのエチレン徐放固体材料はほぼ未開拓。

生産者や消費者が簡便にエチレンを徐放するための
新規エチレン徐放固体材料を開発目的

環境負荷低減
安全性向上

青果の有効利用

流通コスト削減

・エチレンのみの
位置選択的放出

・過剰青果の鮮度保持

・未熟状態で輸送、
販売直前に成熟

ジャガイモ
の萌芽抑制

青果の傷みがすくない

放出の効率化と簡素化

①エチレン吸着状態の解明
②実使用に近い条件でエチレンを徐放する材料の開発
③特許化と企業との共同研究実施

①エチレン吸着状態の解明・・野呂、神谷、清水（北大）
②エチレン徐放材料の改良と徐放特性の詳細評価・・野呂、神谷（北大）

エチレン徐放
液体材料（市販）

エチレン徐放
固体材料

収穫前青果

収穫後青果

・エチレン以外の物質も徐放
・ハンドリング、固定に難あり

・エチレンのみを徐放
・ハンドリング・固定化に
有利

・収穫後青果にも利用可能
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